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光酸化法 を用 い た選択的な神経細胞 死 の 誘導
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乳癌ラジ オ波 凝固療法 と特殊な細胞死
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　 われわれ の 生体内 で は、精巧 で高次な脳機能を発現

す るため に、ひ とつ ひ とつ の 神経細胞 がシ ナプス を介し

て複雑な神 経回 路を形 成 して い る。この 神経回 路の 機

能を解明するため に 、回路選 択的な多面的研究手法が

重要で あると考えられる。

　 われわれ以前より、 光増感 物質を中枢神経組織内 に

注入した後 、 その 吸収波長 の 光を照射するこ とに よっ て

活性 酸素種 の ひ とつ で ある
一

重項 酸素 を生成 させ 、脳
の 局所 を急速に組 織酸化 で きるこ とを確 認 して きた （光

酸化法）。 今回、逆行性神 経 トレ
ー

サ
ー

に光増感 色素を

共有結合させ 、ラッ ト終脳 皮質内 の 皮質問軸索投射を

対象 に 、光増感 色素を対側皮 質内 の 神 経細胞 体まで逆

行性 に軸索輸送させ た 。 そ の 後 、 光増感色素を取り込

んだ対側皮質の神経細胞体に対し、体外か らレーザー

照射したところ、数時間後に は神経細胞にお い て核濃

縮や細胞質の 空砲化が観察され 、3 日後に は レ ーザー

照射領域内 の ほ とん どの 皮質ニ ュ
ーロ ン が 変性 ・

脱落し

て い た。電気 生 理 実験 か らも、レ ーザー
照射に より標 的

神 経 の 機能 は数分から数時 間で 失われる ことも確認 で

きた。

　今回われ われ は 光酸化法に よりラッ ト終脳皮質内の

標的とするニ ュ
ー

ロ ン の み を選択 的 に変性 ・脱落させ る

ことが確認で きた。 本技術は今後 、 複雑な神経回路の機

能解明 に利用で きるの で は な い かと考えて い る。

我 々 は、癌 の マ イクロ 波凝固療法後に特殊 な細胞 死 が

起 こることを見出 し、診断時の 注意を喚起して きた
。 今 回 、

乳癌 ラジオ波凝固療法（RF）後、細胞 診に よる経過観察

を行 っ たところ、細胞死 の 判定の 困難な、マ イクロ ウェ
ー

ブと良く似た細胞 死 が起きて い るこ とを見 出 した。細胞

所見につ い て 述 べ るとともに、そ の癌細胞の 生死 の 判定

方法 に つ い て報告する。

【対象と方法】

イン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トの得られ た乳癌患者 7名に対し

RF 療 法 を施 行 し た 。5名 に つ い て は そ の 前 後 で

Papanicoloau染色 と酵素組織化学染色を行 い 、残 りの 2

名につ い て は切除された乳癌組織に RF 療法を施行し

前後 の 捺 印細胞標本 にっ い て 通 常の Papanicoloau染
色と免疫組 織化学、酵 素組織化学染色 を行 い 比較し

た 。

【結果1RF
療法直後の 吸引・捺印細胞診に て 、　Papanicoloau濃

染性の核を有する癌細胞を認 め た。これ らの 細胞 は RF

療 法後長期間を経た 治癒病変か らも採取され た が 、通

常の 細胞 診の 判定基準 で は細胞 死 の 判 定 は 困難 で あ

っ た。免疫組織化学染色 で は 、癌細胞は そ の 抗原性を

保持 して い た。酵素組織化学染色で は RF 治療後に酵

素活性が消 失して お り、細胞死 を示 して い た。

【結語 】
マ イクロ ウェ

ー
ブ治療 後に核を残 した細胞 死 がお こり、

長期間保たれるこ とを報告してきたが 、 今回、RF 療法で

も同様 の 所見が得られた 。 従来の Papanicoloau染色で

は 、核を有す ることか ら細胞 死 の 判定 は 困難で あ る。免

疫組織化学で は 抗原 性 は 保持され て お り、やは り細胞

死 の 判定 は 困難だ っ た。細胞の 生死 の 判定に は酵素組

織化学染色が不可欠と考えられた。
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